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本研究では，Lewisらの提案する Bristol Stool Scale[3]を基
















を生成する．便画像の座標 (u, t)における輝度値を sut，背景画
像の座標 (u, t) における輝度値を but としたとき，閾値  およ




0 jsut   butj < 
0:5   jsut   butj <  
1 otherwise
(1)





便秘 Type1 コロコロ　  
硬便 Type2 カチカチ俵　  
健康 Type3 バナナ　  
Type4 半練り　 70%
軟便 下痢 Type5 泥状　 90%
Type6 水状　 95%
図 1 排便性状分類の流れ
幅を H [pixel] とする．
本手法では，3 つの特徴量を三値画像より抽出する．1 つめ
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図 2 各タイプの時空間画像 (20,000 Hzで撮影)
図 3 図 2の三値化結果










性状の分類には，Stepwise SVM (Support Vector Machine)







(Region of Interest) を撮影領域の中央 640 pixelとした．撮影






図 5 便秘便 (Type1, Type2)の特徴量分布
ては，F値を用いた．
1 段階目および 2 段階目の分類では，全ての疑似便が正し
く分類が行われていた．3 段階目の分類において，Type3 から
Type6は適切に分類が行われていた．各タイプの F値の平均値
は 0.95 であった．一方で，Type1 および Type2 の分類では誤
分類が生じた．誤分類が生じていたのは，Type2 の 4 試行で，
Type1 に分類されていた．Type1 と Type2 のタイプ間におい
て，学習データにおける特徴量の有意差を検証した．すべての
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